
県南地域感染症情報
9月24日～9月30日

結核・呼吸器感染症予防週間

早期発見・早期治療の重要性

結核とは？

〇早めに受診！ 2週間以上続く痰のからむ咳・微熱・だるさ

日本国内の結核発症者
年間1万人以上

■結核菌によって主に肺に
炎症が起きる病気です。

菌を出している肺結核患者の咳やくしゃみな
どの「しぶき」と一緒に結核菌が空気中に飛
び散り、それを周りの人が直接吸い込むこと
で人から人にうつります。

早く見つけることで重症化を防ぎ、周囲への感染を予防できます。

〇症状がなくても定期的に健診を受けよう！

きちんと治療すれば治る病気！

定期 令和7年９月号 令和7年9月２４日発行

こんな症状にも注意！

高齢者(80歳以上) 約40%

外国出生者 約16%

福島県全体 県南
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発生状況

■ 空気感染 こまめな換気

(人)

症状が現れにくい

20歳代は80%超え

（症状出現から受診までに
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65歳以上は結核の健康診断受診が義務化

〇換気、手洗い・手指消毒などの基本的な感染対策が有効
〇感染予防としてマスクの着用が効果的

インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 細菌性肺炎など


